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意　見　の　概　要

伝統芸能体験（住吉神楽）の取組な
ど、地域とつながるものがあるのは
素晴らしい。子どもたちの学ぶ姿も
変容してきており、以前よりもよく
なっている。

学校評価に書かれていることの中
で、コロナ禍で実施できなかった取
組がよい形で再開できるとよい。

部活動の取組について、柔軟に行
われていく必要性がある。学校で行
われるからその競技にふれる生徒
もいるが、その反面、先生方の仕事
の上での負担が大きくなっていると
いう現状がある。

会　　議　　録
坂戸市立住吉中学校　第３回学校運営協議会

令和６年２月１４日（水）
（開会）　９：３０　　　　　　　　　（閉会）　　１０：４０

坂戸市立住吉中学校　図書室

山崎英隆　　関口豪　　谷澤由加　　桑原真澄　　吉川和美
鏑木幸代　　小室昭一
金井健治（校長）　五十嵐晴彦（教務主任）

・第３回学校運営協議会次第
・学校だより　　・伝統芸能体験の新聞記事
・学校評価（学校自己評価・保護者アンケート）集計

会議の名称

開催日時

開催場所

出席者氏名（委員）

欠席者氏名（委員）

議　　題
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協　議　結　果

引き続き、地域とのつながりを大切
にしながら、子どもたちの学ぶ姿を
作り上げていってほしい。

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

田中正悟（教頭）

（１）学校の現状について
（２）学校評価について
（３）生徒・教職員の様子（運営協議委員、校長）

学校評価にもあるように、先生方の
取り組んでくれていることがわかる。
これからも子どもたちの成長を支え
てほしい。

他の市町村の情報もあるが、部活
動も子どもたちにとって大切な活動
の場である。地域に移行していくこと
ができていけばよいが、活動場所な
ど問題も多くある。


